
昭 和56 年1 月1 日

区のお知らせ

第531 号( 1)

足 立 区
編集/企画部広報課
足立区千住一丁目4- 18

( 882) 1111
第二庁舎　( 889) 6161

人口面積( 55. 12. 1)
世 帯　　　　　　　210, 198
人 口　　　　　　　626, 686
男　　　　　　　　317, 165
女　　　　　　　　309, 521

面積　　　　　　　53. 25km2
人口密度　　　11, 768人/ km2

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

―
足
立
区
長
書―

昭
和
五
十
六
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
区
民
の
皆
さ

ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
の
九
月
区
長
に
就
任
し
て
以
来
、「
調

和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
住
み
よ
い
足
立
」
を
め
ぎ
し
、

区
政
の
執
行
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
初
め

て
の
新
春
を
迎
え
。
さ
ら
に
そ
の
進
展
を
期
し
て
心

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
区
内
七
か
所
で
区
民
の
皆
さ
ま
と
の
対

話
を
目
的
と
し
た
、
区
長
移
動
応
接
室
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
各
会
暢
で
多
く
の
方
々
か
ら
ご
t
見
ご
要

望
を
お
聞
き
し
、
区
政
へ
の
期
待
を
直
接
肌
で
感
じ

と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

区
政
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来

低
成
長
時
代
に
入
り
、
国
、
都
を
含
め
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と

行
政
の
効
率
化
を
は
か
り
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
た

健
全
な
財
政
運
営
と
基
本
計
画
に
沿
っ
た
活
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

区
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
顧
い
い
た

し
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

足立区長
古 性　 直

区
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
希
望
に
あ
ふ
れ
た
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

つ
つ
し
ん
で
区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
国
の
内
外
と
も
に
多
事
多
難
な
年
で
あ
り
、

本
区
も
そ
の
余
波
を
少
な
か
ら
ず
受
け
ま
し
た
が
、

区
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
区
の
施
策
も
概

ね
順
調
に
進
め
ら
れ
、
発
展
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
は
誠
に
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
区
議
会
と
い

た
し
ま
し
で
は
、
都
財
政
再
建
委
貝
会
の
最
終
答
申

の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
足
立
区
基
本
計
画
の
着
実
な

完
遂
に
向
け
て
、
出
来
得
る
限
り
努
力
を
い
た
し
ま

し
て
、六
十
二
万
余
の
区
民
の
皆
さ
ま
の
信
託
に
応
え

る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ま
の
、
ま
す
ま
す
の
ご
多
幸
と
ご
発

展
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
。本
年
も
区

議
会
に
対
し
ま
し
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

足立区議会議長

鈴木仲二



昭 和56 年1 月1 日区 の お 知 ら せ第531 号 ( 2)( 3)

1

睦
月

む
つ
き

2
如
月

き
さ
ら
ぎ

1. 2. 新年ラジオ体操大会

1. 15. えんま開き

1. 18. 子供たこあげ大会

1. 21. 初大師

我が家の記念日
だ る ま供 養

3
弥

生

や
よ
い

4
卯
月

う
づ
き

3. 20. 区立中学校卒業式

3. 25. 区立小学校卒業式

4. 6. 区立小学校入学式

4. 7. 区立中学校入学式

中川 の 投 網祭

5
皐
月

さ
つ
き

6
水
無
月

み
な
づ
き

5. 1. メー・デー

6. 4. 虫歯予防の日

6. 6. 区民芸能大会
6. 10. 時の記念日

しょ う ぶ沼 公 園 ・谷 中2 丁 目

7
文
月

ふ
み
づ
き

8
葉
月

は
づ
き

7. 1. 区営プール開設
7. 19. 大鷲神社しし舞い

7. 21. 家庭の日パレード
8. 15. 終戦記念日

花 火 大 会

9
長
月

な
が
つ
き

10
神
無
月

か
ん
な

づ
き

9. 1. 防災の日

9. 15. 鹿浜しし舞い

10. 1. 都民の日

10. 10. 区民大運動会

区 民 大 運 動会

11
霜
月

し
も
つ
き

12
師
走

し
わ
す

11. 3. 一の酉

12. 21. 納めの大師

夕映 え の 富士 ・ 区 役 所か ら



昭和56年1月1日 区のお知らせ 第 531 号 ( 4)

試 写会 〝旧日光街道をたずねて″

広報映画を見にきませんか
広
報
映
画
。
私
た
ち
の
足
立
こ
y

リ
ースの
第八作目「旧日光街道

をたずねて
」か
、このほぷ
元成

しました
。

区内を哨北に縦眞する日光衝

心は
、江戸時代
、。瓦炭道のひと

つ
として
定められ
、
F庄宿を朷

宿として
。大″‥行列
'
%人など

の哇涙が多く
、大いににぎわい

ました
。
この映画は
、旧日光街道沿い

に残された史鮮や文化
、そこに

住む人々
の
生活をルポルター
ジ

ュしなから、足立の今と昔を箟

てみようとするもので
す。

映画製作にあたっては、で
濤

るだけ
多くの区民の方々
に登鵬

し
て
も
ら
い
、
お
年
寄
り
か
ら
子
供

まで
、誰が皃て
も楽し
める住民

参加の
映四になるように心がけ

まし
た。あなたの
知っている方

か、あるいは、あなた自身か登

場しているかもしれません
。

試写会では、
。栄光の背埀
9
3

・
艮滴茂雄
'の同時上映も予

定しています。ご
I冢族、お友達

づれで
ぜひおいで
ください
。

試
写
会
日
時
・
場
所
　
▽
第
一
回
』
・
、
一
月
ニ
ト
四
日
(
土
)
　
午
曝
二

時。竹の軅柱会教育館

▽第二回・。・・一月じ日
(占

午汝こ
時、唯業振興館

広報映画
　
1
6
ミリカラー
三
卜分

問
合
せ
先
　
広
報
課

特別区
保健婦募集

募集人員
　三十名

勤
務
先
　
保
健
所
等

受
験
資
格
　
昭
和
十
一
年
四
月
二
日
以
降
の
生
ま
れ
で
、
保
健
婦

の免許を有する方
(取得見

込可
)

試
験
日
(
一
次
)
　
一
月
三
十
日

くわしくは、特別区人事委

員会事務局任用課
(　二六五

―
○六七一
)または区役所

人憮係へ
。

と
り
あ
れ
こ
れ

とりのいち

《
酉の
市》

。
お
と
り
さ
ま
″
。
と
り
の
ま

ち
″
な
ど
と
も
い
う
。
霞
印
卜
一

月
の
酉
の
凵
に
、
朿
京
祁
内
の
人

鳥
仲
社
で
行
わ
れ
る
祭
。
最
初
の

酉
の
日
を
こ
の
酉
"
と
い
い
、

以
卜
。
。
一
の
酉
〟
〝
三
の
酉
″
と

よぶが、
ご
Iの酉“の
ある乍

は火心
'があるなどという・公承

もある。
人鳥神袿はもと、鶩
(おお

とり
)明冲と
Mいたもので、

祭冲は土師連
(はじのむらじ
)

の祖先といわれるアメノホヒ

ノミコ
トで
、土師を
。わし
"

と誤読して鵞の字をあて
たと

いう俗腕かある。

い
ま
で
は
浅
草
、
f
朿
(
吉
原
)

に
近
い
た
め
台
東
ほ
亀
泉
の
大
鳥

伸杜を巾心とした酉の巾が碵
も
盛
ん
で
あ
る
か
、
こ
れ
を
新
酉

と
称
す
る
の
に
対
し
て
、
も
と
は

足
立
ぼ
花
畑
町
(
旧
花
乂
付
)
の

酉
の
巾
を
、
人
酉
と
か
汞
四
と
称

し
て
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
こ
の
鷲
神
社

は
r史も占く、付近で
養

碼が盛んで
あっ
たため、境内

に老馬を放ったのか酉の巾の

如まりだとい・つ説もある。

その他、
f

皿勝卑荐の
鵞

明紳の酉の
巾

を巾酉と称し

た。いずれも、

睛尸時代には武運を守る冲と

して
、武上の尠けい
が多かった

が、中期以降は酉の巾の
。と

り
を゙、収りこ
むとい・つ言葉

に結びつ
けた客肖尤の
もの
か

廠起をかついで
忝拝するよう

になり、ますます盛んになっ

た。酉の巾には、熊一
、ヤッ
ガ

シラ
、福穗、眞忿餅などの縁

包物を売る。いまでは大きな

石
かめ
。の・㈲などをつけて
、

飾り物のように七えられてい

る熊
fも、もとはここの巾で

便川品として
売られてい
たも

ので、収りこむとい
。つ‥″起か

ら、酉の巾になくてはならぬ

みやげ品のようになった。

と
り
お
い

《
鳥
追》

削
月
卜
四
日
の
晩
か
ら
十
五
囗

に
か
け
て
の
、
い
わ
ゆ
る
小
・
函
月

の
け
嘔
の
一
つ
。
闃
>
内
で
は
、
節

分
の
ほ
I
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
部
で
は
八
朔
(
旧
暦

八月一
日の目嘔
)にし
われる。

これは、胃陌や子裝達が祝

い曄、ささら、しやくしなど

を打ちなから村内をまわった

り、田の中に鳥追小咄とか鳥

小
Mと称する仮小
Mをつくっ

て
、その巾で
点たきをし
、鳥を

£・つまねをするもりである。

そして、仮小屋は次の凵に燒

き
払
う
の
か
詩

姐で
、
火
祭
の

・
'はJと
結
び
つ

い
て
い
るこ
と

か
多
い
。

川在では卜として
火北地方

に、子叺の・け
Iとして残って

いるか、もとは広く芥地でし

われたもので
、この凵の唱え

一
gや碼追いうたは企国にみら

れる。また、じ草の唱え。召も

鳥追いうたの
流川されたもの

で
ある。

鳥追いは、鳥を追わねばな
らぬほど唾限であるように
と

いう竃持ちから出た、小田月

に隘い予祝け洳の
。つである

といわれて
いるが、・削月の
祭

に招かれずして加わろうとす

る粡雀を、追い払うためのし
J

がもとではなかったかとも

七えられる。また、たんに稲

作に害を与えるス
ズメ、ガラ

スなどの
鳥を追うだけでなく、

モ
グーフ、イノシシ、キツネの

ような獣をも追うところがあ

り、ケラ
、イナゴ、ヒル、ノ

ミ、力などのような、人川生

活に害をりえるもの忿すべて

追う文句か、碼迴いうたに残

っているところもある。

なお、江戸時代に女の歌う

たいが綢みかさ
(とりおいが

さ
)をかぶり、三味線をひい

てまわってくるのを鳥追いと

称したのも、この
農村ほ屯が

部会化したもので
ある。

四
月
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

区
立
・
私
立
保
育
園

χ‥福祉串務所で
は、四月に保

育園へ
児呶の入園を儒望する方

の
、申し込み
受付けを吁います。

新
設
保
育
園
の
所
在
地
・
定
員

▽
ほ
立
伊
興
前
沼
保
瘠
園
{
改
称
y
・
・

伊興町前沼
'一匕
}
-三
、定

戀囗ニト
も

▽
区
立
加
叙
保
渮
園
(
仮
称
)
・
:
加
賀
・
厂
二
匠
、
定
鹹
い
囗
乙

▽
私
立
4
保
育
園
(
仮
称
)
・
・
・
朿
和

瓦
r
>
瓦
F二三
、定揖八卜じ乙

申
込
受
付
期
間
　
ⅰ
月
卜
凵
I
ニ
ト
四
口

申込できる方
　傑腫者が勳いて

いたり祠侭などのため、児童
の
保齊
かで
き
な
いか
'、また
は

困
難
な方

申込に
必要
な
もの
　▼
昭
和丘
卜

丘年
分甬
溽
税額
の
わか
る
もの
(

源
泉
徴収
禁ま
た
は確
定
申告

占の
控え
。
なお
。
昭和
丘卜
丘

嶇分
か未
確
定の
と
きは・瓦卜
四

年分の
控え
)
　▼
昭和
丘し
丘

年
度分
特別
区
民税
額の
わ
か
る

もの
(すで
にお
手元
に
届い
て

い
る
納税
通
知
4、
特別
澂
収税

頷通
知
‘″、また
は
課税
証明
潛一

▼
印
かん

申
込・
問合
せ
先
　住
所
を管略
す

る各
福祉
事
務所

20歳になられた皆さん

成人の集いに

参加しましょう

こ
の
ぶ
t
川
に
成
人
に
な
ら
れ
た
方
を
対
象
に
、
こ
れ
を
邨
心
し

て「
成人の
集い」を次のとお

りしい
ます。

成人になられた方には、乍

賀状で
ご案内しましたので、

当日案内状をご持参のうえ、

会助へ
おいでください。

日
時
・
場
所
　
一
月
卜
五
日
(
木
)

時川および助所は
>卜昃のと

おり
対
象
　
昭
和
三
卜
八
乍
四
月
二
日

I
昭
和
三
卜
六
印
四
月
一
凵
に

生まれた方

記
念
講
演

(
1
)
会
場
…
高
橋
姐
子
氏
(
登
山
竃
、

医師《旧姓今井
)
)

(
2
)
会
助
=
・
喃
本
懣
占
氏
(
俳
人
)

(
3
)
会
場
・
虫
明
亜
呂
無
氏
(
小
説
家
、
評
論
家
)

※
な
お
、
荅
会
崩
と
も
駐
車
場
か

ありませんので
、車での
ご来

場はご遠慮ください
。

問合せ先
　文化係

入
賞
者
決
定
! !

足
立
区
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

公
害
を
な
く
し
、
緑
化
推
進
t
呼
び
か
け
る
足
立
区
中
学
生
ポ
ス
タ
ー

コンクール
が
、このほど行われ

まし
た
。心募作品一
J七儿点を

倶重に審査した結栄
、次の方々

の人賞が決まりました
。

なお
、入
賞作品は
、一
月十九

日からニト四日までの网
軟膏

センターで
展示されます
。

(
公
害
の
部
)

区
長
賞
…
福
田
あ
き
(
柬
硬
瀬
中
)

金
賞
…
高
橋
光
行
(
柬
峻
瀬
中
)
　

山鷆
男
(江
南中
)

銀
賞
…
石
井
孝
行
(
九
中
)
　
門
石

マ
キ
(竹の
塚中
)
　釿
壓利
嫩
(

伊
興
中
)
　西
教
信
(柬
綾
瀬

中
)
　芹沢順
子
(柬硬
瀬
中
)

吃々
木
和夫
(江
南
中
)
　ド田

修
吉
(花畑
中
)

銅
賞
…
半
沢
由
美
(
五
中
)
　
小
室

順子
(丘中
)
　石
井
伸行
(九

中
)
　笈沼
真
由美
(九中
)

西
尾英二
(十
中
)
　佐
藤泰子
(

東
綾瀬
中
)
　山
田一
文
(鹵

綾槻中
)
　須
崎宏
美
(柬綾
溯

中
)
　大
歳や
春
(柬
峻
瀬中
)

溯上昌
勝
(柬峻
瀬中
)
　石
川

由
芙
(江
南
中
)
　塩田
和
枝
(″

の
塚中
)
　原
尾
宏
次
(花畑
中一

佐藤由美子
(花畑中
)
　古川

信行
(花畑中
)

(
緑
化
の
部
)

区
長
賞
…
g
部
裕
美
(
花
畑
中
)

金
賞
…
山
崎
惠
(
四
中
)
　
大
西
智
子
(
卜
六
中
)

銀
賞
…
遠
藤
和
子
(
四
中
)
　
佐
々
木
真
由
芙
(
五
中
)
　
石
坂
高
宏

(儿中
)
　恆古
X奈美
(十中
)

岩川夏恵
(朿島根中
)
　小松

一
恵
(粢綾瀬中
)
　須栗由叙
(

江
南中
)

銅
賞
…
内
田
弘
毅
(
九
中
)
　
中
森

美
奈
子
(
九
中
)
　
斎
藤
友
美
(
十
中
)
　
仁
平
幸
眷
(
十
中
)
　
田

村
優
子
(
十
六
中
)
　
新
井
佳
子

(
十
六
中
)
　
村
田
佐
智
子
(
十

六
中
)
　
根
本
聖
則
<
柬
綾
願
中
)
　
東
城
和
之
(
柬
峻
瀬
中
)
　
斉
藤

昌
治
(
江
南
中
)
　
去
石
信
弥
(
江

南
中
)
　
住
谷
義
夫
(
江
南
中
)
　

須
内
康
史
(
竹
の
蒙
中
)
　
清
野

浩
信
(
竹
の
嬢
中
)
　
安
倍
裕
之
(
花
畑
中
)
　
　
　
<
敬
称
略
>

表
紙
写
真
<
花
畑
獅
子
舞
>

思疫退
敵、瓦穀豊穣、雨乞

の
行
"
'
として
、毎年じ月卜

・凡日に奉納されていた。じ

月後半、暑い土用に向い涓

虫害の発生する時期で
もあ

り、家々
を祈碍して回る必

要かあったため行われたも

ので
、今では毎年匕月の第

三日曜日にほわれている。

運動にお正月休みはありません
総合スポーツセンター

□
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
も
ち
つ
き
コ
ー
ス

日
時
　
一
月
十

丘
日
(
木
)

午
前
十
一
時

対象
　卜八歳

以上の
男女

定員
　三
卜名

費
用
　
丘
百
円

(施設使用

料三
日円
、

材料費三・白

円
)

□
新
年
ス
リ
ム
作
戦
コ
ー
ス

日
時
　
一
月
ニ
ト
二
日
I
・
一
月
ニ
ト

六
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
　
午
匳
六
時
三
十
分
～
八
時

内容
　スリ
ム体操
、簡単な力口

リー計算
、サウナ入浴法等

対象
　十八歳以上の女性

費用
　乂‥回六百円
(ただし
、サ

ウナを利用されない方は癶
回

二百円
)

定員
　五十名

申
込
受
付
　
い
ず
れ
も
、
一
月
六
日
午
前
九
時
よ
り
受
付
け
ま
す

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申込・
問合せ先
　いずれも
、総
a

スポーツ
センター
　　八£

九
-八二一一

新
入
学
児
童
・

生
徒
の
就
学
通
知

昭
和
丘
卜
六
甲
四
月
に
小
学
校
へ
人
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の

就
学
通
知
占
は
、
一
月
か
日
に
保
霞
者
あ
て
蒟
送
し
ま
す
。
本

午
小
学
校
に
人
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
は
、
昭
和
四
籵
九
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
丘
t
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

な
お
、
中
学
校
に
新
入
学
さ
れ
る
方
の
就
学
通
知
書
は
、
一

月ド甸、在学小学校を通じ

てお送りします。

問合せ先
　学
"
'
係

お
出
か
け
く
だ
さ
い

新

春

経

済

講

演

会

区と鹵京商工会飆所足立支

郎では
、次のとおり専門尿を

招き新春経済講演会を間催し

ます。
日時
　一月二卜一
日
(水
)午

匯二時一
四時

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館
公
会

堂
(区役所隣り
)

講師
　
>
卜村冶氏
(経済評論家
)

演題
　昭和五十六年経済展望

聴
講
料
　
無
料

問合せ先
　商工
係、または
4

亰
a工会議所足立支部
(　

八八一
-九二つつ
)

お
忘
れ
な
く

医
療
従
事
者
年
末
届
け

医師をはじめとする次の医

僚徒嚊各の方は、
X‥々
の以律

に基づき毎唏卜二月三卜
ぶ口

現在をもって、管轄の
保健所

に届出るこ
とか義務づけられ

ています。

届
出
の
必
要
な
方
　
▼
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
の
免
許
を
お

持ちの方
　▼区内において

その
業務
に
従事
さ
れて
い
る

保
健
婦、
助
産婦
、貴
護
婦
(

士
)、
准
備躓
婦
(士
)、

歯科
衛
生士
、歯
科
技工
士

届
出期
限
　一
月
卜四
日

く
わし
く
は、
足
立
保
健
所
(

　八
丘
が匚四一
丘一
)、ま
た

は
や
住傑
健所
(　八
八八一
四

二
七七
)へ
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

生
業
資
金
の
貸
付
け

貸
付
対
象
　
一
般
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
困
雛
で
、

貸付けを受ける亊業によっ

て生計を立てる、住民税か

おおむね均
等割以
ドの方

で、呎の要作にあてはまる

方▼区内に一
印以上庄んでい

るこ
と
　▼すぐに
I巣か始

められること
　▼住民税を

完納してい
るこ
と
　▼咾実

な連帯傑証人かいること

貸付限度額
七や万円

利子
　年三・
六屁
%
(すえお

き期川巾は無利子
)

返済方法
　丘卜回均等償還
<

六ヵ
月すえおき
)

申込受付期間
　一月十二日一

二七二日
※
な
お
、
申
込
m
紙
は
出
張
噺
に
も
あ
り
ま
す
。

申込・
問合せ先
　民生係

お
年
寄
り
の
方
へ

長
寿
の
た
め
の
健
康
講
座

老人会館では新年を迎え、

今年も皆さんに健康で、いき

い
きとした一
年夕扇
ごしてい

ただくため、講演会を実施し

ます。
ふるって
ご参加ください。

日時
　一月・
不
四日
(土
)午

唆一
時三か分

場
所
　
老
人
会
館
(
西
保
木
川
四
-
儿
-
一
)

講
師
　
佐
藤
智
氏
(
白
卜
7
診
療
所
所
艮
)

問
合
せ
先
　
高
齢
者
串
業
団
事
務
局
　
　
八
七
つ
I
六
二
二
二


